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イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
者
一
人
当
た
り
の

算
出
額
は
２
５
０
０
万
円
、
日
本
は
４
０
０ 

万
円
。理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ろ
う
が
、

こ
の
差
は
な
ん
な
の
か
？
と
い
う
問
題
意

識
を
持
っ
て
視
察
に
行
っ
て
き
た
。

今
回
、
特
に
イ
ス
ラ
エ
ル
農
業
の
強
み

を
感
じ
た
の
は
、
研
究
・
投
資
・
技
術
（
現

場
を
含
む
）
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
。
い
い
技
術
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
投

資
を
し
て
現
場
に
落
と
し
込
む
。
イ
ス
ラ

エ
ル
国
内
で
実
践
し
て
、
世
界
に
普
及
さ

せ
る
。
こ
の
三
角
形
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て

い
る
。
し
か
も
そ
の
回
転
の
ス
ピ
ー
ド
が

日
本
の
何
倍
も
速
い
の
だ
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
労
働
力
は
こ
の
50

年
間
で
さ
ほ
ど
増
え
て
い
な
い
、
む
し
ろ

減
っ
て
い
る
。
同
じ
く
農
業
総
資
本
も
こ

の
50
年
で
増
え
て
い
な
い
。
技
術
水
準
と

付
加
価
値
が
急
激
に
上
が
っ
て
お
り
、
農

業
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
根

底
に
あ
る
の
が
、「
研
究
・
開
発
・
改
良
・

普
及
」
と
い
う
考
え
だ
。
国
立
研
究
機
関

（
ヴ
ォ
ル
カ
ニ
セ
ン
タ
ー
）、
半
官
半
民
研

究
機
関
（
ア
ラ
バ
研
究
所
）、
大
学
（
ヘ

ブ
ラ
イ
大
学
農
学
部
と
民
間
農
業
関
連
企

業
）
の
３
者
が
一
体
と
な
り
、
生
産
者
に

対
し
て
、
技
術
、
経
営
モ
デ
ル
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
緊
密
な
協
力

関
係
が
イ
ス
ラ
エ
ル
農
業
の
強
み
で
あ

る
。

本誌恒例のイスラエル“ハイテク農業”視察ツアー。3年
に一度の国際農業展Agritechに併せイスラエル大使館経
済部と共催している。イスラエル農業の強さを視察団団長
の浅川芳裕氏（本誌元副編集長）に語っていただいた。

農業「研究・投資・技術（現場）」の
パッケージ化第1回

【研究】
1ヴォルカニ研究所2大きなミッション。ヴォ
ルカニの農業イノベーションは世界最難関の
課題に取り組む。ソリューション提供（食の
安全保障/安全/気候変動/環境サステナビリ
ティ）3放牧地マッピング。世界の主要な農
地利用は放牧地であり、世界の食料生産の
基盤。その農地での気候や降水量変動と飼
料生産性の関係性を分析。4病害を初期段
階で探知するロボット5高校生によるプレゼ
ン。ドローンでグリーンハウス内の土壌をマッ
ピングする。
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ス
ラ
エ
ル
農
業
の
強
み
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こ
の
仕
組
み
は
誰
が
作
っ
た
の
か
？ 

と
思
い
農
学
部
の
図
書
館
に
行
っ
て
古
い

資
料
を
調
べ
て
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
仕

組
み
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
当
然
イ

ス
ラ
エ
ル
の
人
た
ち
も
元
々
い
ろ
い
ろ
な

仕
組
み
を
考
え
て
い
た
。
そ
こ
に
ア
メ
リ

カ
人
が
入
っ
て
き
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
農
業

を
伸
ば
す
た
め
に
な
に
を
や
る
べ
き
か
、

と
い
う
提
言
書
を
10
年
ぐ
ら
い
か
け
て
作

り
続
け
た
。
そ
れ
を
イ
ス
ラ
エ
ル
が
採
用

し
た
。
現
在
に
至
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
仕
組
み

は
１
９
４
０
〜
１
９
５
０
年
に
作
ら
れ
た

も
の
だ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
農
業
省
が
発
表
し
て
い

る
「
農
業
政
策
・
研
究
」
の
指
針
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
本
位
だ
。“
お
客
さ
ん
の
た
め
”

そ
れ
以
外
に
答
え
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ

の
指
針「
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
」

は
農
業
の
知
識
や
経
験
を
地
域
や
世
界
と

共
有
す
る
こ
と
。
短
期
・
長
期
の
農
業
技

術
に
関
す
る
特
別
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ

ス
ラ
エ
ル
国
内
外
に
構
築
す
る
。
展
示
会

で
も
イ
ン
ド
系
や
ア
フ
リ
カ
系
の
人
が
多

く
、
そ
れ
ら
の
人
に
惜
し
み
な
く
技
術
を

伝
え
る
、
そ
し
て
お
客
さ
ん
と
な
っ
て
、

ま
た
来
て
も
ら
う
。
農
業
技
術
、
サ
ー
ビ

ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
提
供
す
る
こ
と
で
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
農
業
開
発
と
協
力
の
“
国

際
的
な
メ
ッ
カ
”
と
い
う
位
置
付
け
と
な

る
。�

（
浅
川
芳
裕
・
談
）

【投資】
6農業ベンチャーキャピタル。毎年200社の農業
スタートアップベンチャーをスクリーニング→40
社精査→15社深く精査→５〜７社投資見込ピック
アップ→４〜５社マーケット＆技術レビュー政府審
査＋助成→０〜４社投資決定。厳しい競争がある。
7投資分野は農業用ロボット／植物保護／代替タ
ンパク質／マテリアル／養殖／精密農業など8イ
スラエル農業＝強固な研究インフラと学際的なイノ
ベーション300以上の農業研究グループ＋民間の
起業家＋キブツの起業家精神。（キブツの起業家
は次号にてレポートします）

【技術】
9根域の冷却（暖房）システム。エネルギー効率向上。�凝結（空気中の水蒸気→水滴）による灌漑
システム。水源のない地域でも作物生産が可能に。�水を48％削減する。���葉、果実、幹の計測。
灌漑のやり方との相関関係がわかれば、最低限の水で最大の効果を発揮できる。
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強
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は
誰
が
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